
安
曇
野
を
舞
台
に
し
た
小
説
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
の

執
筆
に
際
し
て
、
ユ
ン
グ
の
心
理
学
「
共
時
性
」
に
関

心
を
抱
き
二
冊
の
本
を
表
層
乱
読
し
た
。
何
れ
も
、
京

都
大
学
名
誉
教
授
の
加
藤
隼
雄
著
作
の
本
で
、
柔
軟
な

頭
脳
を
喪
失
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
は
、
溜
息
が
で
る

く
ら
い
難
解
な
代
物
で
大
苦
戦
し
た
。

加
藤
隼
雄
は
、
ス
イ
ス
で
直
接
ユ
ン
グ
に
学
び
、
ユ

ン
グ
心
理
学
を
極
め
た
学
者
で
、
臨
床
心
理
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
と
し
て
超
一
流
の
人
物
で
あ
る
。
世
界
の
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
ユ
ン
グ
心
理
学
者
の
中
か
ら
、
毎
年
ひ
と

り
を
招
聘
し
て
行
わ
れ
る
由
緒
あ
る
フ
ェ
イ
レ
ク
チ
ャ

(

米
国)

に
、
東
洋
か
ら
初
め
て
呼
ば
れ
た
人
物
で
も
あ

る
。
幾
多
の
現
場
分
析
の
経
験
は
、
国
内
外
で
も
豊
富

で
実
証
済
み
で
あ
る
。
現
場
を
踏
ん
だ
経
験
者
、
正
に

日
本
の
泰
斗
で
あ
る
。
そ
ん
な
最
高
権
威
者
の
著
作
集

は
、
全
部
で
十
四
巻
あ
っ
た
が
、
第
十
一
巻<

宗
教
と

科
学>

と
〈
ユ
ン
グ
心
理
学
と
仏
教
〉
に
取
組
ん
で
執

筆
の
参
考
に
し
た
。
人
の
心
を
理
解
す
る
こ
と
の
意
味
、

魂
に
つ
い
て
の
著
作
は
何
れ
も
岩
波
書
店
だ
っ
た
。

そ
も
そ
も
、
心
理
学
の
難
解
本
を
読
も
う
と
、
そ
の

気
に
さ
せ
た
動
機
は
、
遠
藤
周
作
著
作
「
万
華
鏡
」
で

あ
る
。
書
棚
の
本
を
何
気
な
く
手
に
し
た
ら
、
そ
れ
が

家
内
購
入
の
「
万
華
鏡
」
で
あ
っ
た
。
ぺ
ら
ぺ
ら
と
頁

を
繰
る
と
「
共
時
性
」
と
い
う
言
葉
に
触
れ
た
、
そ
の

言
葉
は
、
昔
大
学
の
一
般
教
養
学
講
座
で
、
未
だ
頭
脳

が
柔
ら
か
い
時
代
に
聴
い
た
懐
か
し
い
言
葉
だ
っ
た
。

遠
藤
周
作
は
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
を
朝
日
新
聞
に
連
載
し

た
。
当
時
、
読
者
か
ら
多
く
の
反
響
の
手
紙
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
本
の
中
で
も
そ
の
手
紙
の
一
部
が
公
開
さ

れ
て
い
る
。
私
は
、
友
人
彫
刻
家
の
開
眼
し
た
て
の
墓

参
の
折
に
、
家
内
と
共
に
不
思
議
な
体
験
を
し
た
。
そ

れ
は
「
安
曇
野
随
想
録-

Ⅱ
」
と
し
て
、
私
の
Ｈ
Ｐ
に

掲
載
済
み
で
、
一
部
の
人
の
共
感
を
呼
ん
だ
。

そ
の
時
の
体
験
を
基
本
に
、
短
編
小
説
を
執
筆
し
よ

う
と
試
み
た
が
、
キ
イ
ワ
ー
ド
は
「
共
時
性
」
で
あ
っ

た
。
「
万
華
鏡
」
を
読
ん
で
い
る
内
に
、
た
ち
ま
ち
あ

る
構
想
が
閃
い
た
。
文
脈
ス
ト-

リ-

が
一
挙
に
浮
か
ん

だ
。
登
場
人
物
と
Ｓ
Ｆ
？
と
し
て
の
伏
線
、
最
終
プ
ロ
ッ

ト
ま
で
が
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
。
「
第
六
感
」
の
閃
き
で
、

既
に
完
成
し
た
よ
う
な
錯
覚
す
ら
覚
え
た
。

題
名
を
始
め
「
共
時
性
の
猫
た
ち
」
に
し
よ
う
と
思
っ

た
が
、
「
共
時
性
」
と
い
う
言
葉
の
重
み
を
避
け
た
の

と
、
前
作
「
奇
妙
な
喫
茶
店
」
が
一
部
の
地
域
で
好
評

だ
っ
た
事
を
考
慮
し
、
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
に
決
め
た
。

執
筆
の
過
程
で
困
っ
た
こ
と
が
起
き
た
。
主
人
公
の
実

名
が
使
え
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
で
も
そ
れ
は
遺
族
の

心
情
を
お
も
ん
ば
か
れ
ば
当
然
で
あ
っ
た
。
初
期
の
構

想
か
ら
三
ヶ
月
、
実
質
執
筆
期
間
は
二
ヶ
月
で
あ
る
。

こ
う
し
て
百
十
枚
の
短
編
「
奇
妙
な
猫
た
ち
」
が
脱
稿

し
た
。
あ
と
は
、
部
分
的
に
実
在
の
場
所
や
実
名
を
使

用
し
た
の
で
、
出
版
ま
で
の
間
に
、
了
解
を
求
め
た
り

修
正
を
施
せ
ば
良
い
と
た
か
を
括
っ
て
い
る
。

「
共
時
性
」
で
あ
る
が
、
ス
イ
ス
の
心
理
学
者
ユ
ン

グ
は
、
二
十
世
紀
前
半
に
二
つ
の
理
論
を
展
開
し
た
。

こ
の
理
論
は
非
常
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
で
、

一
部
の
人
か
ら
は
熱
狂
的
に
信
奉
支
持
さ
れ
た
が
、
他

方
で
は
激
し
い
非
難
を
受
け
た
理
論
で
あ
っ
た
。
ひ
と

つ
は
「
布
置(

C
o
n
s
t
e
l
l
a
t
i
o
n
)

」
で
あ
り
、
も
う
ひ

と
つ
は
「
共
時
性(Synchroni

ci
ty
)

」
の
理
論
で
あ
っ

た
。
「
布
置(

C
o
n
s
t
e
l
l
a
t
i
o
n
)

」
と
は
、
因
果
関
係

の
な
い
複
数
の
事
柄
が
殆
ど
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

同
時
に
、
ま
た
は
連
続
し
て
起
き
る
現
象
で
あ
る
。

「
共
時
性(

S
y
n
c
h
r
o
n
i
c
i
t
y
)

」
と
は
、
一
言
で
い
え

ば
、
心
の
出
来
事
と
外
界
に
起
こ
る
出
来
事
が
シ
ン
ク

ロ(

一
致
・
調
和)

す
る
こ
と
で
あ
り
、
「
複
数
の
出
来

事
の
意
味
あ
る
偶
然
の
一
致
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。

も
っ
と
平
た
く
言
え
ば
、
関
係
な
い
は
ず
の
所
で
、
都

合
よ
く
あ
る
い
は
都
合
悪
く
、
密
接
に
関
係
し
た
事
象

が
起
こ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ン
グ
心
理
学
の
共

時
性
は
、
布
置
的
現
象
、
特
に
魂
の
世
界
を
説
明
す
る

た
め
の
理
論
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

例
え
ば
「
虫
の
知
ら
せ
」
「
第
六
感
」
「
正
夢
」

「
夢
の
お
告
げ
」
「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
」
「
一
瞬
の

悟
り
」
「
予
知
夢
」
等
の
臨
床
心
理
学
者
が
関
心
を
か

き
立
て
る
言
葉
が
思
い
浮
か
ぶ
。
折
し
も
、
Ｊ
Ｒ
西
日

本
福
知
山
線
の
尼
崎
～
宝
塚
駅
間
で
、
忌
ま
わ
し
い
電

車
大
脱
線
事
故
で
、
百
七
名
の
死
者
と
四
百
六
十
名
の

重
軽
傷
者
が
発
生
し
た
。
死
と
生
を
分
け
る
偶
然
は
、

こ
こ
で
も
事
例
が
あ
る
。
２
～
３
両
目
に
乗
車
の
人
が
、

た
ま
た
ま
尿
意
を
も
よ
う
し
、
幸
運
に
も
ト
イ
レ
の
近

く
５
両
目
に
乗
車
し
て
死
な
ず
に
済
ん
だ
。
逆
に
２
両

目
で
生
き
て
は
い
る
が
、
自
分
の
下
で
圧
死
し
た
人
の

犠
牲
で
助
か
っ
た
人
も
い
る
。
「
虫
の
知
ら
せ
」
の
尿

意
と
は
、
因
果
関
係
は
無
い
は
ず
で
あ
る
。
何
故
サ
バ

イ
バ-

ズ
ギ
ル
ド
に
悩
む
の
か
？
た
ま
た
ま
亡
く
な
っ

た
死
者
の
魂
の
悔
い
を
残
し
た
「
夢
の
お
告
げ
」
と
考

え
れ
ば
説
明
が
付
く
。
「
共
時
性
」
な
る
言
葉
は
一
見

難
し
い
が
日
常
の
場
面
で
人
は
経
験
し
、
そ
の
事
例
は
、

幾
ら
で
も
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
母
校
の
先
輩
、
社
会
派
映
画
監
督

の
熊
井
啓
は
遠
藤
周
作
の
二
つ
の
映
画
化
に
成
功
し
て

い
る
。
「
海
と
毒
薬
」(

奥
田
瑛
二
・
渡
辺
謙)

、
「
深

い
河
」(

秋
吉
久
美
子
・
奥
田
瑛
二)

で
あ
る
。
特
に

「
深
い
河
」
は
原
作
を
越
え
た
映
画
と
、
著
者
自
ら
激

賞
し
て
い
る
が
、
こ
の
成
功
も
「
共
時
性
」
の
魂
の
産

物
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

了
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